
2020年 11月の活動予定 

11/5（木）定例会 

 
 
 

11/12(木) 

11/19（木）定例会 

 

 

11/26(木) 

11/28(土) 

 

「青陵の森」 
◆素材集めをします 
●集合 10:00 青陵中等教育学校 
●会員のみ参加 
 
 

石碑複製づくり 

 

 

「青中フェス」制作・準備 
◆３枚のパネルを制作します 
●集合 10:00吉成市民センター 
●会員のみ参加 

 
 
予備日に当てています 
   
  
 

「秋保地域資源活用委員会」との
情報交換会 
●集合 13:00吉成市民センター 
●会員のみ参加 
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10
月
１
日
の
「
横
向
山
石
碑
群
」

は
、
あ
い
に
く
の
雨
天
の
た
め
見
学

は
取
り
や
め
、
中
川
継
助
氏
を
迎
え

て
市
民
セ
ン
タ
ー
で
の
講
話
と
な

っ
た
。 

講
師
に
よ
る
と
、
石
碑
に
刻
ま
れ

た
文
字
を
て
い
ね
い
に
読
み
解
く

と
、
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
が
わ
か
る
と

の
こ
と
。 

そ
の
一
例
が
「
古
峰
山
」。 

古
峰
山
と
彫
ら
れ
た
石
碑
が
、
仙

台
市
内
に
多
い
が
、
そ
の
信
仰
は
、

栃
木
県
鹿
沼
市
の
「
古
峯
神
社
」
に

由
来
す
る
と
い
う
。 

日
光
高
原
古
峯
ヶ
原
（
こ
ぶ
が
は

ら
）
に
鎮
座
す
る
の
で
、
こ
ぶ
、
ま

た
は
ふ
る
み
ね
、
こ
み
ね
と
も
読
む
。 

火
防
、
盗
難
除
け
、
五
穀
豊
穣
、

養
蚕
の
神
と
し
て
信
仰
さ
れ
た
と

の
こ
と
。 

漢
字
の
異
字
体
に
も
多
く
の
質

問
が
寄
せ
ら
れ
、
盛
況
だ
っ
た
。 

 

 

 

10
月
15
日
、
中
山
街
道
を
判
場

か
ら
狼
石
（
お
い
ぬ
い
し
）
ま
で
踏

査
し
た
。 

二
度
目
に
な
っ
た
、
ゴ
ル
フ
場
の

敷
地
内
に
あ
る
旧
道
を
歩
き
、
現
在

の
道
に
降
り
る
た
め
に
高
い
塀
を

網
柵
を
頼
り
に
伝
っ
て
、
よ
う
や
く

全
員
無
事
着
地
。
こ
れ
も
二
度
目
。 

今
回
は
、
狼
石
の
手
前
の
公
園
に

あ
っ
た
石
碑
を
発
見
。
「
山
神
」
と

刻
ま
れ
た
も
の
。
こ
れ
も
、
街
道
沿

い
に
建
立
さ
れ
て
い
た
も
の
と
思

わ
れ
る
。 

 

 

吉
成
市
民
セ
ン
タ
ー
の
奥
土
館

長
を
中
心
に
、
石
碑
の
拓
本
制
作
を

試
み
た
。 

10

月

15

日
は
芋
沢
街
道
筋
の

「
疱
瘡
神
」、
27
日
は
新
た
に
発
見

し
た
「
判
場
の
馬
頭
観
音
」
の
石
碑

を
拓
本
に
し
た
。 

け
っ
こ
う
う
ま
く
い
き
、
こ
れ
は
、

青
中
フ
ェ
ス
で
、
複
製
に
し
て
飾
る

つ
も
り
。 

 

10
月
２
日
、
青
陵
中
等
教
育
学

校
の
放
送
部
か
ら
取
材
を
受
け
、
木

村
代
表
、
浅
野
、
戸
川
が
対
応
に
あ

た
っ
た
。 

 

 

ま
た
、
青
陵
中
等
教
育
学
校
と
の

コ
ラ
ボ
で
、
27
日
巣
箱
作
り
を
し

た
。
詳
細
は
次
号
に
。 

↑講師の中川継助氏
を迎えた、石碑の講話
は、盛況だった 
←「古峰山」と彫られ
た石碑 

横
向
山
の
石
碑
群
を
講
話 

掘
ら
れ
た
文
字
を
読
み
解
く 

青
陵
中
等
教
育
学

校
放
送
部
か
ら

取
材 

中
山
街
道
の
二
度
目
の
踏
査 

新
た
な
発
見
が 

石
碑
の
拓
本
に
挑
戦 

↑左・中山街道の終着駅は、根白石。道の向こ
うに泉ヶ岳が見え、そのふもとに根白石の田ん
ぼがかすかに見える。右・「山神」と彫られた
石碑が、公園内に発見 
→恐々、でも冒険風な、中山旧街道歩き 

↑青陵中等教育学校の学校林として、も
っと教師や生徒たちにも積極的に関わ
ってほしい旨、熱く語った。 
珀杜グループの活動にも触れた 


